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衆議院厚生労働委員会附帯決議（平成30年５月25日）
▷自動車運転業務については、長時間労働の実態があることに留意し、
改正法施行後５年後の特例適用までの間、過労死の発生を防止する観
点から改善基準告示の見直しを行うなど必要な施策の検討を進める

参議院厚生労働委員会附帯決議（平成30年６月28日）

▷過労死や精神疾患などの健康被害が最も深刻であり、かつそのため

に深刻な人手不足に陥っている運輸・物流産業の現状にも鑑み、決し

て物流を止めてはいけないという強い決意の下、関係省庁及び関係労

使や荷主等を含めた協議の場における議論

▷自動車運転業務については、過労死等の防止の観点から、「自動車
運転者の労働時間等の改善のための基準」の総拘束時間等の改善につ
いて、関係省庁と連携し、速やかに検討を開始

▷ 令和４年12月23日に改正され、令和６年４月１日から適用

トラック運転者の改善基準告示の改正

■厚生労働省ホームページ

リーフレット、パンフレット、
告示、通達、Q＆A

荷主向けリーフレット、
各種リンクなど掲載

自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（改善基準告示）



労働基準監督署による発着荷主等への要請

鹿児島労働局実績（１月～９月）

発荷主 90
着荷主 56

元請運送事業者 8
※ 重複含む

鹿児島労働局における取組

▷ 各労働基準監督署における
個別企業に対する要請実施状況

▷ 各種事業主団体に対して鹿児島労働
局から要請を実施（令和５年５月）。

▷ 荷主企業125社に対して鹿児島労働
局から要請を実施（令和５年５月）。

※令和４年12月23日より、「荷主特別対策チーム」を編成し対応。



「トラックＧメン」設置に伴う国土交通省との連携強化（令和５年1 0月～）

荷主企業に対し、新たに、

国土交通省のトラックＧメン＋関係省庁が連携して、トラック

運送事業者への配慮を「働きかけ」

長時間の恒常的な荷待ちを発生させていること等が疑われる事案

については、都道府県労働局の「荷主特別対策担当官」も

「働きかけ」に参加

現行の国土交通省への荷主情報提供に加え、

荷待ちを発生させている疑いがあることを労働基準監督署が

把握し、「荷主への要請」を実施した荷主の情報を、広く国土

交通省に提供し、「トラックGメン」による「働きかけ」等の

対象選定に活用

①荷主情報提供の運用強化 ②トラック法に基づく「働きかけ」の連携強化
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労働基準監督署が実施している「荷主への要請」の際、

トラック法に基づく 「標準的な運賃」も周知

③「標準的な運賃」の周知強化
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▷ 厚生労働省ＨＰ内に設置

▷ 長時間の荷待ちに関する情報を収集

▷ 都道府県ごとに情報提供送信フォー
ムへのリンクが展開

▷ 情報を基に、労働基準監督署が要請
等を実施

▷ 情報お待ちしております

長時間の荷待ちに関する情報を収集します



▷ 俳優・小芝風花さんを起用し、時間外
労働の上限規制の適用に向けて制作

▷ 令和５年７月～ トラック編公開

働き方改革ＰＲ動画「はたらきかたススメ」

■はたらきかたススメ特設サイト

■PR動画イメージ

■トラックのページ


